














































































































































































































































こっか　　　　　　　　 踵i家　　　　　　　　　02437001022」0こつかい　　　　　　　 匡｝会　　　　　　　　　 01931002047｝30こつかい　　　　　　　 ［厭軍　　　　　　　　　 01956003070BO
こっかい〃タ〕五1三1発＝縣イター一※MO米，　国家　安全保障会議開く※MOワシントン
こっかい力説，灘翌聯ゆ遜商航海条約の比圏　罵会　におけるtititgiを反薄嵩を説得しても
こっかいくも二十六Eiまでに1鵡珊ilを終え，　国会　に提出できるだろう」と語った：元
こっかいはそのなかで岡田の憲法を停止し，　国会　を解数させたと述べナこ．また局中佐
こっかい十分，パレス；1；テルで，経済気象台麟会箒議のもつれから新年度予算編成は
こっかい力者をお暗いし慧、．一，予算案の　羅会　垂呈出は二十六，七鮒ごろとなろう．
しこく　駁を締出すのがねらい．憲法を催止二会　も解散オートボルタ軍事政権※Mo
しこく　季iilれ〃と予想予算，26日までには　國会提出騨；ユ幹箏長談自民党の田中幹事
し3；こく，こ二，三剛の総選蟻により祉会党が　醗会　の過半数を占め，政権を握ると予想
し，｝1こく祝野の会をつくり，徳島の同人誌『弱羅　文学壽が古希祝寿言己念号を出した。
じこく　穂※Mo「発繋1から5Eiまで浅草と　四国　の舞含あいさつ．忙しいのは大いに
じこく　．ドゴール体大統領も一一’‘日，　「闘係　諸圏　の組織的な接触，外部からの武力干
ぜんこく力均衝を意味しない，そこにアジア　諸照　の不在があるからである．それは中
ぜんこくの難格からいって，核兵器の発動は　自圏　の死亡さこかかわるぎウぎりの時しか
ぜんこくの核のカサなどはあてにならない．　憩國　を焼け野守にする危険をおかしてま
ぜんこく鋤の地方組織を動貸して二否十社の　金醐　主要企業に質問状を送り百八十九社
ぜんこくにも非｝i㌃に重視されるからである．　全国　どこでもできるfi’　ii収入普巡覧を開き
ぜんこく問で一惟帯一一｛li三宅を実現する※60全罵一律最低賃金制を実施し，当涌一万
ぜんこく中央魚根互貿大沢商築∫世魚日マタイ　全一目大都魚黒糖由審理東菱自東トヨタ
　　　　　　図3　見甘し・出現形・幽典・律例の検索働
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4．2漢字の単位性とキー特性
　一方，この疎結合による検索は，林が述べている単語と漢字に関する教育
上の原理と類似している。林は，漢宇と単語の関係に「形式上」と「意味上」
の二つの原理を立て，漢字学習の要素は少ない数の原理を理解することにあ
る，としている（以下の四条件は文献18から引用）。形式上の原理は，1）漢
字が独立して一単位を表していること。2）漢字一字は独立しないが接続語
となって他の単語に付着すること。3）造語要素となって他の造語要素と結
合し，主に二字で単語を作ることがあること。4）漢字自身に要素性がなく，
二字または三字が合体して一単語を作ること，の四項目を挙げている。
　また，意味kの原理に，漢字一字の意味の支えがその字の「音・訓」に現れるこ
とがあること，「音・訓」のように定まった形セこは示されていないが，おのずか
ら明らかで他のいくつかの単語でそれを示すことができるもの，などである。
　このような造語成分が他の造語成分と結合していく過程は，利用者が漢字
から用例へ検索する過程と表面的には同質であると仮定できる。造語成分で
ある漢字を単語検索の基本キーに使用し，読みは意味上の療理の関係に対応
させる。学習者が漢字を習得していく過程は，データ検索における試行の過
程と高じとする考え方である。
　ここで言う試行とは，データ利用者の目的とするデータにたどりつく過程
に必要な知識を，漢字の造語過程と同一であるとし，検索のさい「橋渡し」
情報として使用することである。検索で必要とする暗黙の知識・情報を単語
聞の「橋渡し」情報として使用できるならば，索引の兇出し語の暖昧さは利
用者の使用呂的と専門家としての知識をキーの生成過程に埋め込むことがで
きる。この方法は，資料間の異なる晃出しの長さへの対応が漢字の最小単位
を操作することによって部分的に解決できることになる。
5．　中国・日本・韓：国の統一コードの試案
5．1統一コード設定の背景・要求事項
　コンピュータ利用の多様化とともに，中国・日本・韓国（Chinese　Japanese
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Korean；CJK）における科学技術文献の交換，日本語教材開発や対照研究：
の重要性が増した。このためには，アジアの漢字使用国とのデータ交換を前
提にした漢字コードの設定が必要になっている。本節では，国語研の外字コ
ードを拡張しCJK：で使用している漢字デーータの租互交換を容易にする統一一．
コードを提案する。統一コードは，漢字データベースとの字形を通したデー
タ交換へ発展させるためのものである。
　国語研コードは，新聞調査のために紹和41年に導入した漢字テレタイプラ
イタの盤外宇管理のために設けた（文献1）。大漢称辞典をコードブックに使
い，検字層理は盤内掌2文字を組み合わせたものである。国語研コードは，
JIS制定後に主たる役害嬉はなくなったが，　JIS外漢字の管理と統一配列コー
ドとして使嗣されてきた。
　これに対して，国外におけるJIS梱当の国家標準コーードは，中国・韓国で
も規格化されている。物理コードは，ISO　7ビット］一ドを基本に2バイト
14ビットを一漢字に対応させている。各国の標準文字セットユードが国際標
準に従ったことは，基本コードに同一操作を与えることができる。ここで提
案するコードは，CJK：コードの各々に「重み」をつけ，2バイトの統一体
系を設定することである。
　以下，CJK：国家標準字形を混在できる統一一コードの第三機能として追加
する試案を示す。基本的な考え方は，「漢字コードの拡張法に聾する試案」
（文献5）で述べた方法による。統一コードを設定する上での要求事項は，以
下の三項目である。
　1）中国・髭勝・韓国など東アジア諸国の漢字情報を統一的に扱うことが
　　できること。
　2）　コードは保存周とし，また各論で定めた圏家標準コードへの変換と
　　JIS－1988年版で追加される文字も吸収できること。
　3）物理コードの構造は2バイト16ビットとし，使窮領域の指定は演算処
　　理で選択可能なこと。
一一
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5．2統一コード設定上の問題
　CJK各国で標準化されている漢字の字形や字数は，その国の政策・使用
環境によって独自に規格化されている。また，漢字を使用している国々でも，
中国の簡体字，韓国の漢字ハングル併用，台湾で使用している繁体字など，
字形と意味の双方で違いがある。さらに，文字セットの変更もその国独自の
考え方で実施されている。
　統一コードの設定は，漢字を使用していること，物理コードが一致してい
ること，の二つの条件をもとにいかに異なる部分をまとめるかにかかってい
る。例えば，漢字の単位性を基本に文字セットを字形によって再構成するか，
国家標準を神璽するかなどである。
　「字形」で整理した場合は，改定で生じる文字セットの入れ替え・削除・追
加を各々改定版ごとに対応させなければならない。新規絡への対応は，JIS
制定以前の漢字利用と同様の問題を抱えることになり，変換テーブルによる
一括処理が基本操作になる（実務的な運用は文献5参照）。一括変換方式は，
データの処理量によって限界が生じ改定が不与野こかつ頻繁に行われるなら
ぽ，蓄積されている旧データとの互換性が損なわれる。
　しかし，変換方式は，テーブルそのものは過去のデータを聞接的に管理し
ているため，新・旧文字セット・コード対応表を使うかぎり新・iBデータ聞
の互換性は維持できる。さらに，変換テーブルは，管理機能を索引に拡張で
きる。本稿で述べるキーの階層性を利用した疎結合方式は，この特性を利用
している。
　字形および文字セットの改定は，各水準闘の文字の入れ替え，字形を他の
規絡と調整すること，文字数を追加すること，などが行われる。しかし，JIS
1983年の改定では，同様の変更を行ったため旧データとの互換性を維持でき
なくなったことがある。この結果，1985年版の普及を遅らせることになった。
このような背景は，標準文字セットの改定には，旧版との互換性を維持でき
ることが不可欠であることを意味する。これは，国際標準においても和様で
ある。
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　これに対して，各国で定めた標準文字セットを尊重した場合，国家標準字
形のなかでは整合性は維持され，少なくとも国家間の文字セットの改定にと
もなう調整は不要になる。また，科学用語の断漢字の追加登録など最薪情報
の修得と，最新データとの互換性も保証される。今後とも，すべてを漢字表
現する国では漢字の追加登録が多くなることが予想される。将来，国際規格
として漢字コードが統一されるならば，新コードへの移行は重要な課題にな
る。この点からも新コードの設計は，現在使用しているコード体系から新コ
ードへの変更を容易にする配慮が必要になる。
5．3標準文寧セットの拡張
　次に，改定作業によって予想される問題は，漢字数の拡張である。∫ISで
決められている漢字は6349字（1978年版）であるが，1988年の第二次の改定
では6000字前後が追加される可能性が強いσ6000字と仮定すれば，改定後の
総数は約12000である。統一漢字の領域として必要な単位は，従来の8000か
ら16000程度に拡張しなければならないことになる。（台湾：基本4808字，拡
張17077字，その他11660を3バイト表現している）。
　提案するコ・一一ド体系を2バイト単位とした理由は，2バイトで表現できる
字数は65536あること。現在，臼飾を含めた3天国の漢宇総数は，240GO字以
下であり，台湾を省く中国・韓国は94区・点8836字を標準化していること。
CJK：各圃のコードも2バイト系を主に使用していることが挙げられる。こ
れには汎用コンピュータの処理単位が4バイトであることも含まれる。
　さらに，CJKで使用する漢字の総数が240G◎字以下であることは，65536
を上限に，計算で4ないし8の領域がシフトコードなしに十七できること，
元コードへの逆変換の容易性とともに，単位領域を16384字に設定できるこ
と，3暖国に絞れば文字セットの拡張と，JIS　2バイトと同様に処理できる
ことが利点としてある。これを一般化すると次式になる。
　　　コード領tw　＝コード値DIV　8836
　　　コード位置＝（コード値：一重み）MOD　8836
　　　DIV：整数の除算関数　　　　MOD：剰余関数
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表1　領域に対する重み配分
重 み
・6凹い・繍
0 o
5’i，il－65rm，，1＝lgE，ili，
　　　130E7　i　12519
536B 21355
領　　域
記号領域
初雪領域
第一領域
第二領域
重 み
・6進剃・・騰
75EF
9873
BAF7
DO7B
30191
39027
47863
56699
領　　域
第三領域
第四領域
第五領域
第六領域
　データとプログラムコードの混在への対応は，表現方法が二つある。計算
方式では，記号・第0領域コードは，ともに商は“0”となり領域の識洌が
できない。3683を境界とする判別が必要である。ただし，記暑・アルファベ
ット領域として指定すればこの綱限はなくなる。その他，1バイト系非漢字
の混在は，“OX”形式で2バイト表現になる。第1バイト昌が“ゼゴ’，第
2バイト目がアルファベット・数字・記号系である（2バイト臣が“00”に
なるコー一・ドは，“XO”表現になる。この範囲では，非漢字コードが隣接して
いる場合桁落ちに注意する必要がある）。EBCDICは，現行の混在処理と同
じである。
　入力データの保存コードへの変換は，各領域に決められている「重み」を
加える。JISまたはISOコード2バイトへの変換および出力・各国漢掌へ
の解読は，上記の逆演算を行う。変換処理は，表1に示した重みを縦軸方向
のみ与える。表を二次光と見るならば，横軸は1から94までの繰り返しであ
り，縦軸は94進表示の項醤番号凸になる。以下計算の手続きを示す。
1．統一コ～ドの作成方法
　1）JIS　l6進コードを区点男麺に◎0から93の10進絹対番号に変換する。
　2）二次売区点表を（94x94）8836の一一次元表に変換し重みを加える。
2．JISコードへの逆変換
　1）　コードの所属する領域二二を計算し，統一コードから重みを引いた後，
　　二次元表へ戻す（区・点番号の計算）。
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?　2）区・点番号を結合し16進　JIS　＝　・一ドに変換する。
　計箪は，3力国のコ　一一ドを混在させることを想定した。一領域の大きさは．
現在の規格をそのまま対応させるため94区・点の8836字である。2バイトコ
ード依系では，7領域・1記愚領域を定義域として確保できることになる。
記愚領域は，区・点で表される8836と，16ビット65536との間が整数関係に
ないため余り3682宇（0000，FFFFは省く）をあてた。しかし，記号領域の
設定は，非漢字を特定領域に移動できれば，現行の記号系の補環と同時に漢
字の追力自も期待できる。記号系の冤直しは，技術情報の交流のためにも不可
欠であり，CJK：の非漢字領域を含めた互換性の維持のためにも行うべき時
期にある。
　ソート処理は，保存コード・逆算後のコードいずれも目的男Uに使用できるひ
配潮とソート順序は，日本では部首，総画，五十音順のなかで読み順配列の
利用が多い。分類・配列の多様性の要求に答えるためには，並行して漢字デ
ータベースの拡張が必要になるが，漢字情報データベースとの併用は不可欠
の関係になる。
　以上，簡単に試案を述べた。この案は，国語研の外字コードの浮動表環方
法を拡張したものである。基本的な機能は，すでに外字処理のなかで実用化
されているが，統一コードの妥当性は，今後コンヒ。ユータ実験を通して確認
する予定である。その他，試案では，物理コードの8ビットをJIS　7ビット
コードに一種の論理コードとして対応させた。コードは，保留領域を使用す
ることを前提にしているが，JIS形式によって情報交換とコードの互換性の
二つが確保できるため，内部コ・一一一ドと情報交換用コードを携の体系と考える
ならば闘題はなくなる。この処理は，表1の重みを2121またはAIA1におけ
ぽ，領域を介して処理できる。
　しかし，各国で定めた標準コード形式は，シフトコードの標準化，漢字パ
ターンとの対応ができれば実務上の最低機能は整うことになる。また，各国
がβ本のように標準文字セットを増加させることを考えるならば，一領域に
16000は必要になる。情報交換用の国際標準は，国家標準のサブセットを集
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めたものとすれば国家標準との互換性も保証される。
6．　おわりに
　内部で作成された用例・漢字データの統一管理の試案を述べた。試案は，
両データの統轄を通して外部に開かれた情報交換の組織を作る。データ交換
は，内部で必要とするデータの補填とともに内部デ・・一銭に対する客観的評価
への道を開く。また，キーとデータ間の階層性を仮名・漢字変換辞書項目の
階層性に対応させることは，仮名・漢字変換辞書に用例検索用キーの管理と
同時に漢字変換の二つの機能をもたせることになる。辞書による両処理の一
体化である。
　しかし，ここで提案したシステムは，方法論的な実験を一部出始したにす
ぎない。また，統一コードは，実用化が急がれるが必要とするメーカ・利用
者ともに一部にかぎられている。実用化を進めるにあたって提案事項は，い
くつかの検討事項が残されている。代表的なものは次の三点である。
ユ）　日本語のコーードデータ以外の例えばイメージ情報の接続をどう考えるか。
　下聞KWIC用例集は，本文と完全に照合していない。これは，照合には
調査に要した時間程度の修正時間がかかるからである。修正時間をかけても
完金な索引にするのは当然である。しかし，できるだけ早く利用できるよう
公開することもまた重要であると考えたためである。本システムの次の拡張
では，KWIC用例の欠落部分は，利用者がKWICの出典1青肌を手掛かりに
直接新聞紙面を呼び出す機能を設ける予定である。この機能は，利用者にと
って当面轟々用データとして対応できるはずである。また，将来欠落データ
を補填する場合も紙面が簡単に指定できれぽ，修正用の這具としても利用で
きる。
2）蓄積デ・一一一タの保存期間および漢字・単語辞書の索引化とDD化の問題。
　関係形式データベース（Relationa1　Data　Base＝RDB）の採用は，1）デ
ータの共有，2）データの完全性，3）データの独立性，をデ・・一タ運用の道具に
利用するためのものであった。また，複数のデータベースにあるデータ内容
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を一一貫して管理するためには，データディクショナリ・ディレクトリ（Data
：Dictionary／DireetQry　System：DD／DS）が必要になる。　DD／DSによる
データ管理の実務処理は，まだ実験的な水準にあり実用化されている例は少
ない。しかし，本稿で述べた漢字の索引機能は1’将来このDD／DS機能のな
かにどの程度含めることができるかが，分散データの運用効率を進める要点
になる。
　また，データの共有は，異なる調査データを集約・統一管理するためにR
DBシステムを使い，データ利用と検索手続きの標準化を図るためのもので
ある。データの完全性は，利用するデータの安定・正確の点で更新の多いデ
ータとは異なるが，国語研のデータ利用形態が調査結果または最終的に安定
した用例データを麺象にするためデータの変更・修正以外に誤りはない。
　この問題は，第三のデータの独立性とも関係する。個劉の調査データは，
個々に独立して管理すること，異なるデー・串間の統合は，利用者が必要部分
を疑似的に結合することによって，データの共有が保証される。
3）　1バイトコードの保留領域の使用と記愚・表音文字の拡張。
　第1領域を基本に現行の1バイト系の文字セットを入れることを前提に説
明した。しかし，今後プmグラムで使用するアルファベットは，従来の英米
系の文字を主体にしていくのか，利用者独自のアルファベットの利用も許す
のか再検討されなけれぽならない。現行のJIS非漢字領域に登録されている
記号系・アルファベット・数字は，各専門領域で使用できる十分な数は用意
されていない。また，国によって利用する記号が異なる場合がある。漢字圏
諸国の国家標準コードを含め，学術的な領域と印欄で必要とする一般的な記
号系の整理の時期にあるといえる。
　一方，情報処理の普及は，情報交換が主体にある。この形態の一つに，コ
ンパクトディスクによる出版が多くなると予想される。大量データのコンパ
クト化は，情報処理の形をかえ個人別のデータベースを普及させる足掛かり
となる。これらの条件を満足させるためには，記暑・アルファベットなどの
「数」と「登録領域」の再検討が必要である。ここで，独立した領域にこれ
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らの記号系をまとめることができれば，記母・英数字系の充実と非漢字領域、
を段階的に拡張することができる。特に，最近の科学情報の細分化と範囲の
広がりは，ますます記号系の拡張を必要としており，統一コードの設定では
留意すべき点である。
　次に，国語研外字コード化の方式は，使用するコードの定義域とコードの
組合わせの方法が重要である。JIS定義域の”8836”字から2個字を組合わ
せる総数は約3900万ある。この漢字で表される4バイトコードの漢字世界は，
2バイト16ビットの実領域で表現できる最大値をこえて定義できる。今後2
バイト空間と4バイト空閥の対応の方法がコード管理・運用上重要になろう。
また，この領域は，コード情報のみならず直接イメージをあつかう2値情報
への拡張も考えられる。
　最後に，統一漢字コードの提案ではJIS　1バイトコードの保留コード領域
を使用したが，将来この領域に制御機能をもったコードが配当されるならば，
プログラム作成のうえで問題がおきる可能性がある。新コードを採用するう
えで空間上の漢字配列とともに今後の重要な研究課題になろう。
［付記］統一コードのシステムの開発に当たって漢字辞書プPtグラムの作成は，研究
補助員の米田純子が撞当した。用語の単位については，言語体系研究部・宮島達夫部
長から助書と資料の提供を受けた。また，RDBの利用と実験には，　H本電気株式会社
官庁システムの方々の協力を受けた。ここに記して謝意を表す。（1988．　6．8）
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